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Abstract
   Howard Phillips Lovecraft died in relative obscurity.  However, it is 
said that his posthumous fame has eclipsed that of every other weird 
fiction writer since Edgar Allan Poe. The secret of Lovecraft’s success 
and his popularity seems to lie in innovation; he refused to write horror 
tales in the conventional Gothic settings and defined weird fiction as the 
literature of pure imagination. Throughout his life, he strove to create the 
literature of cosmic horror. Furthermore, he was a man of analytical 
intelligence when he devoted himself to the study of weird fiction. This 
paper aims to prove that Lovecraft displayed great ability as a literary 
critic through writing “Supernatural Horror in Literature.”
   This essay, first published in 1927, is widely acknowledged as one of 
the finest historical surveys of Western horror literature ever written.  
Lovecraft discusses the entire range of horror literature from antiquity to 
the 1930s, and expresses his own views on the theory and practice of 
weird writing. It consists of ten chapters. It gains its scholarly value in 
the last four chapters on Edgar Allan Poe, the weird tradition in America 
and the British Isles, and the four “modern masters”―Arthur Machen, 
Algernon Blackwood, Lord Dunsany, and M. R. James. Lovecraft 
emphasizes that we should not confuse the true weird fiction with the 
literature of mere physical fear and the mundanely gruesome; he claims 
that the true weird tale deals with nature-defying illusions.
   After the first publication in 1927, Lovecraft continued to take notes 
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for additions to his essay for future republication. It is significant that 
writing and revision of this treatise stimulated him to create his major 
literary works. We should never forget that H. P. Lovecraft was not only 
the leading author of supernatural fiction in the 20th century but the 
analytical genius who wrote a superb critical essay on the history of 
weird literature.
はじめに
　アメリカの怪奇・幻想作家 Howard Phillips Lovecraft（1890-1937 年）












　本稿の第 1 章では“Supernatural Horror in Literature”執筆と出版の
経緯について述べ、Lovecraft がこの論考を完璧なものにするために情熱
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　生前は、殆ど無名のパルプ作家として Rhode Island 州 Providence で隠
者のような人生を送った Lovecraft の怪奇・幻想小説家としての名声は、
没後 80 年以上を経た 21 世紀初頭現在では Edgar Allan Poe に匹敵すると




第 1 章　“Supernatural Horror in Literature”執筆と出版の経緯
　Lovecraft は 1924 年 3 月 Sonia H. Greene と結婚したが、翌年 1 月 Cin-
cinnati で新しい職を得た彼女がそこへ移ったのち、Brooklyn の Clinton 
Street のアパートで独り暮らしをしていた。1925 年 11 月に友人の印刷・








　Lovecraft は New York Public Library と Brooklyn Public Library で
仕事の多くを行ない、1926 年 4 月に Brooklyn を去って故郷の Providence
に戻るまでに The Recluse の為の原稿の大半は完成していたが、Walter 
de la Mare（1873-1956 年）をはじめとする数人の作家について書き加え、
論考が活字に組まれた 1927 年 5 月になっても校正の段階で Robert W. 





　この論考は 10 章から成り、それらは第 1 章 Introduction、第 2 章 The 
ウォルター・
デ ・ ラ ・ メ ア
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Dawn of the Horror-Tale（恐怖小説の黎明）、第 3 章 The Early Gothic 
Novel（初期ゴシック小説）、第 4 章 The Apex of Gothic Romance（ゴシッ
ク・ロマンスの最盛期）、第 5 章 The Aftermath of Gothic Fiction（ゴシッ
ク・フィクションの余波）、第 6 章 Spectral Literature on the Continent（ヨ
ーロッパ大陸における幽霊文学）、第 7 章 Edgar Allan Poe、第 8 章 The 
Weird Tradition in America（アメリカにおける怪奇文学の伝統）、第 9 章 
The Weird Tradition in the British Isles（イギリス諸島における怪奇文学の
伝統）、第 10 章 The Modern Masters（現代の巨匠たち）である。
　The Recluse の出版後、完璧主義の Lovecraft は将来彼の論考が再版さ





The Recluse は 1 号だけで廃刊となり、改訂版の出版の機会が訪れたのは
Charles D. Hornig が彼の編集している The Fantasy Fan 誌にこのエッセ
イの連載を望んだ 1933 年の秋であった。Lovecraft は The Recluse に発
表された評論に注を付けて主要な追加箇所をタイプで打ったものを直ちに
Hornig に送ったが、実質的には殆ど修正されずに出版された。 彼は、
1934 年 8 月に初めて知った作家 William Hope H




、新しい項目を付け加えることを望み、1935 年 4 月
に Gustav Meyrink（1868-1932 年）の Der Golem（『ゴーレム』、1915 年）
を読んで、名高い映画版に基づいて自分が書いた批評が原作とは異なって
いた点を修正する必要があると気づいた。
　しかし Fantasy Fan 誌が 1935 年 2 月で廃刊となったので、1933 年 10
月から開始していた評論の連載は第 8 章の半ばで打ち切られたが、1936
年に Willis Conover が Fantasy Fan 誌が中断した箇所以降の論考を、彼
が発行していた Science-Fantasy Correspondent 誌に連載することを希望
した。 連載の再開に先立ち Lovecraft は最初の 8 章の梗概を準備し、
Conover は全ての訂正箇所を修正してタイプで打ち直したものを Love-






　“Supernatural Horror in Literature”の最初の完全な改訂版は Love-
craft を敬愛していた作家 August D
ダ ー レ ス
erleth が編集した The Outsider and 
Others（Arkham House, 1939）に収録されたが、Derleth がどの版を使用し
たかは幾らか謎に包まれており、Lovecraft の遺産管理者 Robert Barlow
が Brown 大学の John Hay Library に寄贈した Lovecraft の著作の中から
Conover のタイプ原稿を発見した Derleth が、この原稿と The Recluse に





資料はゴシック文学研究の開拓者 Edith Birkhead 著 The Tale of Terror: 
A Study of the Gothic Romance（1921 年）であり、彼は第 4 章の終わりの
部分で Birkhead が C. R. M
マチューリン





般における全く新しい伝統を創造した作家として Poe を定義した第 7 章
以降の文学論は極めて独創的なものであり、アメリカとイギリス諸島にお
ける怪奇文学の伝統について述べた第 8 章と第 9 章、そして 19 世紀後半
から 20 世紀初頭の時期に生み出された夥しい怪奇小説から鋭い洞察力に
よって Lovecraft が選び出した 4 人の作家―Arthur M
マ ッ ケ ン
achen（1863-1947 年）、
Algernon Blackwood（1869-1951 年）、Lord D
ダ ン セ イ ニ
unsany（1878-1957 年）、M. 












第 2 章　Lovecraft の文学における Cosmic Horror











































Lovecraft は“Supernatural Horror in Literature”において定義した Cosmic 





















」と彼は述べている。“A Confession of Unfaith”





















































第 3 章　超自然的恐怖を描いた作家たちと Lovecraft
　既に述べた通り Lovecraft が“Supernatural Horror in Literature”に




世紀アイルランドの紳士 Melmoth を主人公とした Maturin の Melmoth 
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な長命を保ち続けた New England の錬金術師 Joseph Carwin が登場する
The Case of Charles Dexter Ward（『チャールズ・デクスター・ウォード事件』、
1927 年）を Lovecraft が生み出す契機になったと類推される。
　次に、Mary Shelley 作 Frankenstein; or, The Modern Prometheus （『フ
ランケンシュタイン』、1818 年）が Lovecraft の“Herbert West―Reanima-
tor”（「死体蘇生者ハーバート・ウェスト」、1921-1922 年）に影響を与えたと
一般に認められており、知性を狂信する余り、死体を繫ぎあわせて人造人
間の怪物を作った科学者と医師 West とは多くの共通点を持ち、Victor 






　狂気に囚われた Guy de M




の傑作“The Dunwich Horror”（「ダンウィッチの怪」、1928 年）の中で、

































ている。“The Fall of the House of Usher”の影響が最も顕著に表われた
Lovecraft の作品は“The Haunter of the Dark”（「闇をさまよう者」、1935
年）で、この物語の主人公の作家 Robert Blake は死の直前に書き残した




yarlathotep の化身の一つ 　 が
Blake の精神に取り憑くが、嵐の夜に雷が教会を襲ったときに、その悪霊
は滅び去り、同時に Blake も息絶えるのである。




シ ョ ゴ ス
hoggoth が発する「テケリ・
リ！　テケリ・リ！」という叫びは、Poe の The Narrative of Arthur 
Gordon Pym of Nantucket（『アーサー・ゴードン・ピムの物語』、1838 年）
に登場する南極の滝の向こうから飛んでくる巨大な白い鳥の声と同じもの
であった。更に Lovecraft の“The Hound”（「魔犬」、1922 年）や“The 
Rats in the Wall”（「壁の中の鼠」、1923 年）のような小説だけでなく多く
の詩も、Poe から霊感を得て書かれたと感じられる。第 7 章の終わりの部








　第 8 章の冒頭で Lovecraft は、Paul Elmer More の説
23）
を引用しながら、







続するような環境が誕生したと彼は指摘して、Nathaniel Hawthorne の The 













族の末裔である快活な娘 Phoebe と Maule 一族の子孫の好青年 Holgrave が
幸福に結婚して呪いが解けてしまうことを残念がっている。The House of 
the Seven Gables は、New England の朽ちかけた農家に住む怪老人が 16 世
紀の古書『コンゴ王国』に描かれた食人族の肉屋の絵に魅了されている様
を描いた“The Picture in the House”（「家の中の絵」、1920 年）、Providence
にあり、住人たちの生気を吸い取る悪霊が棲み続けてきた古い家を主題と
した“The Shunned House”（「忌み嫌われる家」、1924 年）、さきに述べた





　Ambrose Bierce の作品を Lovecraft が初めて読んだのは、1919 年に友




あると論じている。Lovecraft は、Loveman が Bierce の書簡集 Twenty-one 
Letters of Ambrose Bierce（1922 年）の冒頭に書いた序文を引用して、熱
愛した母の亡霊によって魔性の森の中で絞殺される男を主人公とした“The 









た Robert Chambers の項目を書き加え、短編集 The King in Yellow（『黄
衣の王』、1895 年）の中の“The Yellow Sign”（「黄の印」）に特に注目して
いる。この作品の中で Chambers は Bierce の小説に登場する H
ハ ス タ ー
astur や
C
カ ル コ サ
arcosa のような創作神話上の名称を借用しており、主人公の画家のモデ
ルを務める若い女性が偶然拾った黒い縞瑪瑙のブローチに刻まれた金の象
嵌の奇怪な文字が、ヒアデス星団の Carcosa における Hastur への呪われ
た信仰の証として知られてきた恐ろしい「黄の印」であると分かり、画家
とモデルは、この印を探し求めていた、何カ月も前に死んだはずの男に命
を奪われる。Lovecraft は“The Whisperer in Darkness”（「闇に囁くもの」、








怪談であり、不死性を獲得した異形のものたちが住む New England の町
Insmouth の恐怖が描かれた“The Shadow over Innsmouth”（「インスマ
スを覆う影」、1931 年）を Lovecraft が生み出す契機の一つとなった
27）
。
　Lovecraft は 1922 年以来文通し続けてきた詩人・小説家で画家・彫刻家




ツ ァ ト ゥ グ ア
sathoggua について Lovecraft は“The Whisperer 
in Darkness”と（彼が Zealia Bishop のために代作した）“The Mound”（「墳
丘の怪」、1929-1930 年）の中で触れている。Smith は、Lovecraft が自作の
中で魔道書としてしばしば言及している N
『 ネ ク ロ ノ ミ コ ン 』
ecronomicon にヒントを得て





『 エ イ ボ ン の 書 』
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　第 9 章 The Weird Tradition in the British Isles で、Lovecraft は Rud-
yard Kipling、Lafcadio Hearn、Oscar Wilde 等に触れた後、余りにも有
名な Bram Stoker の Dracula（『吸血鬼ドラキュラ』、1897 年）を、英文学
において不滅の地位を占める傑作と称賛している。
　児童文学作家であり怪奇小説家でもあった Walter de la Mare を Love-
craft が知ったのは 1926 年のことであり、目に見えない神秘的な世界を常





った男を主人公とした Lovecraft の“The Evil Clergyman”（「邪悪な牧師」、
1933 年）に影響を与えたとみなされる。
　1934 年に初めて知った William Hope Hodgdon について Lovecraft は、
Borderland 三部作と呼ばれる The Boats of the “Glen Carrig” （『グレン・
キャリグ号のボート』、1907 年）、The House of the Borderland（『異次元を
覗く家』、1908 年）、The Ghost Pirates（『幽霊海賊船』、1909 年）、と大長編
小説 The Night Land（『ナイトランド』、1912 年）等について論評している。






ていた大学教授を主人公とした“The Shadow out of Time”（「時間からの
影」、1934-35 年）を Lovecraft が生み出す手がかりになったと推察される
29）
。
　19 世紀後半から Lovecraft 自身の時代までの時期で特筆すべき 4 人の
怪奇作家 Arthur Machen、Algernon Blackwood、Lord Dunsany、M. R. 
96
James について彼が精察した第 10 章は、学術的に重要視されている。ま




奨してくれた友人 Frank Belknap Long が Machen の豊かな天賦の資質と
表現の魔術を称えた詩“On Reading Arthur Machen”（「アーサー・マッ
ケンを読みて」、1926 年）を引用している。Machen の名高い恐怖小説“The 














“The Dunwich Horror” で Wilbur Whateley が Lavinia と 魔 神 Yog-So-
thoth の間に生まれた息子であったこと、猛犬に襲われて絶命する間際に
























　Machen の The Three Impostors（『 三 人 の 詐 欺 師 』、1895 年 ） の 中 の










“The Call of Cthulhu”（「クトゥルーの呼び声」、1926 年）の構成に大きな影
響を及ぼしている
35）
。同じく The Three Impostors の中の作品“Novel of 

























あるという畏怖の念を読者に起こさせるのだと述べ、作家 Fritz Leiber に





















いた“The Shadow over Innsmouth”に見事に生かされている
40）
。





ていた。Lovecraft は Dunsany が 1919 年に Boston で行なった講演を聞
きに行っており、アマチュア・ジャーナリストのグループを対象とした講











ク ト ゥ ル ー
thulhu、Y












　第 10 章で取り上げられている四人の巨匠の最後の人物 Montague Rhodes 




」と彼が呼んだ M. R. James は古文書学者、聖書学者として名高く、
Eton 校の学長を務めたこともあり、その作品の題材は、研究と直接関わ
りのある古い建築物や古美術、古書などが多かった。Lovecraft は彼の作
品の中で Ghost-Stories of an Antiquary（『好古家の怪談集』、1904 年）に収
められている“Count Magnus”（「マグナス伯爵」）を絶賛している。この
物語の主人公のイギリス紳士 W
























った何者かを描くにあたり M. R. James がそれに与えた特異な外観の独創
性に鮮烈な印象を受けたからであろう。Lovecraft が創造した最も個性的
で奇怪な魔神 Cthulhu の風貌の原型は、永遠の生命を切望した Magnus
伯爵が反キリストの地として悪名高い Chorazin から伴ってきた異形のも







　“Supernatural Horror in Literature”は、Lovecraft の文学的エッセイ
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あるという観点から、彼は 100 人以上の作家を取りあげて古代から 1930
年代までの怪奇文学の歴史的分析を行なったが、特に Poe、Hawthorne、
Bierce、Hodgson、そして彼が The Modern Masters と呼んだ Machen、
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